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会会会会        議議議議        録録録録    
会 議 名 第３回まちづくり委員会 

開催日時 平成２２年８月３０日（月）午後７時００分～９時００分 

場  所 役場第６会議室 

出席人数 

出 席 者 

（敬称略） 

（委員）赤羽昭比古、牛丸喜美子、本多啓次、水野隆幸、有賀寛

子、倉澤有里子、倉田英勇、関彰子、千田富子、中村文昭、原美

子、三浦一男 

（町）田中、殿内 

委 員 １２人 

町 ２人 欠 席 者 

（敬称略） 

（委員）竹内博尚 

                           計 １４人 

会議次第 

1． 開 会  

2． 委員長あいさつ 

3． 協議事項 

 （１）基本計画（検討案）について 

4． その他 

5． 閉 会 

資  料 （配布資料）次第 （事前配布）第２回会議録、検討結果まとめ 

会議結果 グループ検討により第２章から４章まで検討しました。 

発言者 発言の内容 

副委員長 開会 

委員長 

緑の山と真っ青の空と白い雲を見ると暑いのですが、きれいだと感じます。私達はこの

きれいな町に住みたいし、住んで良かったと思えるまちをつくるために、この委員会を

行っていますが、この一週間は、ある役の引き受け手が無く非常に困りました。協働の

まちづくりを一生懸命考えていながら厳しい現実があります。 

本日は基本計画の担当部分の検討に入りますが、よろしくお願いします。 

 協議事項 

委員長 グループ検討に入りますが、時間配分は検討：1時間３０分、発表：３０分で行います。 

 ３グループに分かれて検討開始 

委員長 それでは第２章の発表をお願いします。 

Ａ委員 

(第 1 ｸﾞﾙｰﾌﾟ) 

事前に予習をしてきたため、すべての項目が検討できました。 

第１節について、主な施策の生きがいの創出の中で、パークセンターふれいあいにてパ

ソコン教室といった記述がありますが、一般町民はパークセンターふれあいでパソコン

教室と言っても馴染みがないので、意図があればもう少し詳細に載せるべきだと思いま

す。高齢者本人の得意な分野を活かした講座を開催したり、高齢者の習いたい物の講座

を開催するといった２分野を入れればと思います。また、要保護者が何か良く分かりま

せん。 

事務局 要保護者については用語解説に入れたいと思います。 

Ａ委員 

(第 1 ｸﾞﾙｰﾌﾟ) 

第１節について 

・支え合いマップの活用など地域での支えあいの気持ちの啓発 

２について 

保護者ニーズについては、重要な事もあれば、保護者よがりの部分もあるので、行政と

保護者が同じテーブルでニーズについて調整していく場が必要だと思います。 

⇒・行政と保護者との連携 

・子育て支援協議会の活動 

３について 

辰野町には COCO 等の活動があるので 

・ＮＰＯ団体による支援 

また、COCO の活動について記述した方が良いと思います。 

第４節について 

・支援制度の周知、徹底 
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Ａ委員 

(第 1 ｸﾞﾙｰﾌﾟ) 

５について 

・ＳＯＳネットなど住民活動 

飯島町などには生活困窮者に対する物資を支援する活動があるので、辰野町にも必要だ

と思います。 

６について 

・ボランティア活動への参加 ・ボランティア活動資金への協力（アルミ缶の収集など） 

・ボランティア情報の発信（情報が少ない） ・各地域での地域社協の立ち上げ 

その他にほたる祭りのボランティアガイドもいれたらどうかという意見がでました。 

第２節１ 

・地域のスポーツ団体や地域体協への参加 ・感染症防止への各自の対策 

２について 

・協働の病院運営委員会をつくる。 

建設した後が大切で、現状よりも住民と平らに話ができる場が必要だと思います。 

・住民が病院に関心を持つ。 

第３節１ 

・介護予防講座などへ参加 

３について 

・新制度についての理解 

４について 

・福祉医療制度についての理解 

以上です。 

委員長 続いて第３章をお願いします。 

Ｂ委員 

 

(第 2 ｸﾞﾙｰﾌﾟ) 

第１節１ 変更なし。 

２について 

・景観育成に関する講演会・検討会への参加 

・保全すべき景観の具体的な選定を検討する 

獏全的な景観育成でなく具体的にする必要性があると思います。 

３について 

・地域の合意は削除 

・道路破損箇所の通報⇒道路や交通安全施設破損箇所の通報に変更 

・交通渋滞を緩和する住民同士の話し合いの推進 

住民同士の話し合いの場が必要だと思います。 

４、５については変更なし。 

第２節１ 

・公営住宅団地内の清掃と駐車場の管理は町で行う事なので削除。 

・公園の清掃等⇒公園や遊歩道、並木の清掃ボランティアに変更 

地域の方が清掃とボランティア活動を通じてボランティアに繋がればと思います。 

２について 

・地域の合意は削除 

３については変更なし。 

４については 

・ごみ問題の監視→不法投棄への監視や通報 

・環境を考えた下水道の利用 

モラルの問題ですが下水道に油を流したりという事もありますので、環境、モラルにつ

いて考える意味も含めて入れたいと思います。 

以上で、次回は第３節から検討したいと思います。 
委員長 続いて第４章をお願いします。 

Ｃ委員 

(第 3 ｸﾞﾙｰﾌﾟ) 

第１節１について 

・用水施設の日常点検と管理→農業用施設の日常点検と管理に変更 

２について 

・農業の担い手を広く求め育成  

ＩＵターンの方達も気軽に入れるような意味も含めて入れました。 
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Ｃ委員 

(第 3 ｸﾞﾙｰﾌﾟ) 

３について 

・間伐材の利用方法を検討 

・里山に入れる環境整備（づくり） 

４について 

・特色ある地域づくり 

各地域で特性があると思いますので、それらを上手く繋げたいという意味も含めて入れ

ました。 

５については 

・特産品の選定、宣伝、販売方法等についての提案→特産品の開発、選定、宣伝・・・

に変更 

６については 

・ホタルボランティアを中心にご協力いただく→ホタルガイドボランティアの協力 

・ 地元農産物の消費は削除（地産地消に入れていく） 

７については 

・辰野ブランドの開発、推進に取り組む 

第２節１、２については変更なし。 

第３節については、高齢者の就業支援より、若者の就業支援が大切ではないかという意

見が出ました。 

委員長 第４章まで検討をいただきまして、活字の協働がより具体的になりました。全体を通じ

て何かご意見はありますか。 

Ａ委員 他のグループの案について意見を言う場はありますか。 

Ａ委員 次回グループ検討をもう一度行い、残り２回で全体的な検討を行います。 

 次回委員会は９月７日（火）午後７時００分から 

副委員長 閉会 

 


